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　MIS11はMBDI (Mid-Brunhes-Dissolution-Event) と呼ばれる深海底での炭酸塩溶解度の上昇と、それに伴う

相対的な浅海域での炭酸塩溶解度の低下が起きるイベント期間内であり、汎世界的にバリアリーフが形成され

た年代であるとも提言されている。しかしながら、掘削などの技術的問題や沖合に小さくまとまって存在する

離礁 (Patch Reef) の存在が、MIS11がバリアリーフの形成が開始された年代であるとの推定に疑問を与えてい

る。そのため、これら疑問を解決するためにも異なる手法によるグレートバリアリーフの形成年代特定が求め

られる。 

 

　グレートバリアリーフが存在する北東オーストラリア縁辺部の堆積システムは陸成の珪質の砕屑性堆積物と

海成の炭酸塩堆積物からなる混合システムであり、降水量及び河川流量の季節的な強まりの影響を大きく受け

ている。そこで、本研究では本大陸縁辺部の特有な堆積環境を利用して、グレートバリアリーフの形成年代の

間接的な評価を行った。 

 

　珪質の砕屑性堆積物−炭酸塩堆積物の混合システムでは、堆積モデルの検討が古くからなされている。従来

型の堆積モデルでは、縁取り型陸棚に当てはまらず、バリアリーフも存在しない大陸棚では、低海水準時にお

いて、大陸斜面上に河川から流入してきた珪砕屑性が大量に堆積すると指摘されている。その一方で、縁取り

型陸棚に当てはまり、バリアリーフが存在している大陸棚では、低海水準時では、珪質の砕屑性堆積物はバリ

アリーフによってせき止められてしまい、リーフの背後すなわち大陸棚に堆積してしまう。そして、氷期から

間氷期に移行する海進期において、大陸棚に堰き止められていた珪砕屑性が大陸斜面上に再堆積を起こすと指

摘されている。 

 

　本研究では、外側陸棚のグレートバリアリーフより沖合の大陸斜面に位置するマリオン海台 (Marion

Plateau) の堆積物から構成されているODP Hole 1198 Aを用いて、浮遊性有孔虫化石の酸素同位体比分析及び

珪砕屑性の質量堆積速度の測定を行った。得られた酸素同位体比及び質量堆積速度の結果は、MIS20から

MIS19に移行する海進期以降では、各海進期に珪砕屑性の質量堆積速度が著しく増加するという結果を示し

た。これは、MIS19以前のMIS21の期間内で、散発的に存在していた離礁が、事実上合体し、バリアリーフ化

を開始していることを示唆している。 

 

　また、MIS21以前の珪砕屑性の質量堆積速度は、汎世界的海水準変動 (北緯65度における日射量変化、４万

１千年周期) 及び地域的なモンスーン気候の変動 (南緯約20度における日射量変化、２万１千年周期) の双方に

対応を見せている。 

 

　これらの結果は、グレートバリアリーフはMIS11以前にすでに形成されており、同年代で観察された深海に

おける炭酸塩の保存状態の悪化の影響はバリアリーフの形成に関係していないことを示唆している。さら
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に、北緯65度における日射量変化と地域的な日射量変化が逆位相になっている関係から、バリアリーフが形成

され縁取り陸棚が誕生する以前の本地域の大陸縁辺部では、従来型の堆積モデルは適用できないとも示唆され

る。つまり、バリアリーフ形成以前では珪砕屑性が大陸斜面上に大量に堆積するタイミングは必ずしも低海水

準時になるとは限らないということである。よって、バリアリーフ形成以前以後に関わらず、本地域の堆積モ

デルは従来型の堆積モデルに当てはめることができないと推測される。
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